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各
地
区
で
懇
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
提
言
し
た
い
こ
と
や

日
ご
ろ
感
じ
て
お
ら
れ
る
課
題
、

ご
意
見
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

と　

き
　
午
後
７
時
～
午
後
９
時

と
こ
ろ
　
各
地
区
公
民
館

▼
問
合
せ
先

　
企
画
政
策
課
（
内
線
２
２
３)

６
月
１
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

　
各
市
町
村
に
は
、
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
た
人
権
擁
護
委
員

が
置
か
れ
て
い
ま
す
が
、今
年
は
、

６
月
１
日
の
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
に
あ
わ
せ
て
特
設
人
権
相
談

所
を
開
設
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
人

権
に
関
わ
る
困
り
ご
と
や
悩
み
の

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
気
軽
に
ご
相
談
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　「
人
権
な
や
み
ご
と
相
談
所
」

と　

き　

６
月
１
日
㈰
　
午
前
10

　
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
　

　（
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
内
）

▼
問
合
せ
先

　
市
民
課
（
内
線
３
１
３
）

「
市
長
と
語
る
会
」
を
開
催
し
ま
す

地　

区

開　

催　

日

山
加
積

５
月
７
日
㈬

中
加
積

５
月
９
日
㈮

滑
川
西

５
月
12
日
㈪

浜
加
積

５
月
14
日
㈬

西
加
積

５
月
16
日
㈮

滑
川
東

５
月
20
日
㈫

早
月
加
積

５
月
21
日
㈬

北
加
積

５
月
23
日
㈮

東
加
積

５
月
26
日
㈪

市
政
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
施
設
や

事
業
の
実
施
状
況
な
ど
を
紹
介
し
、

市
政
に
つ
い
て
の
理
解
や
関
心
を

高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
政
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
。（
申
し
込
み

は
、
個
人
で
も
団
体
で
も
構
い
ま

せ
ん
が
、
参
加
人
数
が
15
人
に
満

た
な
い
場
合
や
悪
天
候
の
と
き
は

中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。)

※
原
則
、
午
後
１
時
か
ら
２
～
３

　
時
間
程
度（
お
お
む
ね
３
カ
所
）

申
込
方
法
　
次
の
運
行
日
か
ら
、

　
利
用
希
望
日
を
企
画
政
策
課
へ

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

　
選
と
な
り
ま
す
。

※
第
３
希
望
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
期
限
　
５
月
23
日
㈮
ま
で

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
企
画
政
策
課
（
内
線
２
２
１)

運　

行　

日

６
月

６
日
㈮
・
13
日
㈮

７
月

４
日
㈮
・
11
日
㈮

８
月

１
日
㈮
・
８
日
㈮

９
月

12
日
㈮

10
月

10
日
㈮

11
月

７
日
㈮

　
５
月
15
日
を
中
心
と
し
た
田
植

え
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
を
徹
底
し
、

高
温
登
熟
に
よ
る
品
質
低
下
を
防

止
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
先

　
農
林
課
（
内
線
３
５
２
）

　
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
は
農

繁
期
と
な
り
ま
す
が
、
同
時
に
本

市
特
産
の
ホ
タ
ル
イ
カ
漁
の
最
盛

期
に
も
あ
た
り
ま
す
。

農
業
者
の
皆
さ
ん
へ

滑
川
市
人
◦
農
地
プ
ラ
ン
を

更
新
し
ま
し
た

　
集
落
・
地
域
が
抱
え
る
「
人
と

農
地
の
問
題
」
を
解
決
す
る
た
め

に
、
３
月
18
日
㈫
に
滑
川
市
人
・

農
地
プ
ラ
ン
検
討
会
を
開
催
し
、

滑
川
市
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
更
新

し
ま
し
た
。

　
更
新
し
た
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

は
、
よ
り
地
域
の
実
情
に
合
っ
た

も
の
と
な
る
よ
う
に
今
後
も
随
時

見
直
し
を
か
け
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

は
、
農
林
課
で
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　
農
林
課
（
内
線
３
５
２
）

　
水
稲
、
大
豆
、
園
芸
作
物
な
ど

の
栽
培
に
関
す
る
基
本
技
術
な
ど

に
つ
い
て
次
の
と
お
り
放
送
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
ラ
ジ
オ
第
一
放
送
（
６
４
８
Ｋ

　

Ｈ
ｚ
）

「
農
業
情
報
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　
平
成
26
年
度
か
ら
、
出
前
講
座

「
い
き
い
き
市
政
講
座
」
が
、
10

テ
ー
マ
75
講
座
に
拡
大
し
ま
し
た
。

　
市
の
職
員
が
皆
さ
ん
の
も
と
に

出
向
き
、
皆
さ
ん
が
知
り
た
い
、

聞
き
た
い
、
学
び
た
い
内
容
を
詳

し
く
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
企
画
政
策
課
（
内
線
２
２
１
）

　
近
年
、
他
道
県
に
お
い
て
、
利

用
目
的
が
明
ら
か
で
な
い
森
林
の

土
地
取
引
が
認
め
ら
れ
、
水
源
周

辺
の
無
秩
序
な
開
発
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
富
山
県
で
は
豊
か
で

清
ら
か
な
水
資
源
を
維
持
保
全

し
、
将
来
の
世
代
に
引
き
継
い
で

い
く
た
め
、「
富
山
県
水
源
地
域

保
全
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
指
定
を

受
け
た
水
源
地
域
に
お
い
て
、
売

買
な
ど
の
土
地
取
引
を
行
お
う
と

す
る
場
合
は
、
契
約
締
結
の
６
週

間
前
ま
で
に
知
事
へ
の
届
け
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
土
地
利
用
者
な
ど
は
、

水
源
地
域
の
保
全
の
た
め
の
適
正

な
土
地
利
用
へ
の
配
慮
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
市
内
９
か
所
の
水

道
用
水
源
と
そ
の
周
辺
地
域
が
、

「
水
源
地
域
」に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
将
来
の
世
代
に

引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
事
業
者
、
県
、
市
が
一

体
と
な
っ
て
、
水
資
源
の
保
全
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
こ
の
条
例
に
よ
り
、
土
地
取
引

　
の
規
制
や
通
常
の
土
地
利
用
が

　
制
限
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

水
源
地
域
で
の
土
地
取
引
を
行
う

場
合
は
事
前
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う

水源名 指定の区域（大字名）
第 ２水源地・第 14 水源地 滑川市大浦の一部
第 ４水源地・第 13 水源地 滑川市杉本の一部、大浦の一部
第 ５水源地 滑川市栗山の一部、杉本の一部
第 ７水源地 滑川市横道の一部、大榎の一部
第 ８水源地 滑川市大浦の一部、魚津市鹿熊の一部
第 ９水源地 滑川市栗山の一部
第 10 水源地 滑川市栗山の一部、魚津市有山の一部
第 11 水源地 滑川市中野島の一部、杉本の一部、北野の一部
第 12 水源地 滑川市二塚の一部、横道の一部

◎水源地区域図

　
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w

w
.p

re
f.

toyam
a.jp/cm

s_sec/1711/
kj00012925.htm

l

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
届
出
・
問
合
せ
先

　
県
県
民
生
活
課

　（
☎
４
４
４
‐
３
１
２
６
）

「
い
き
い
き
市
政
講
座
」
の

メ
ニ
ュ
ー
が
充
実
し
ま
し
た

◎市内の水源地域（平成 26 年 3月 27 日指定）公共用水源の取水地点およびその周辺地域

滑川市役所　〒936-8601 滑川市寺家町104 ☎475-2111 くらしの情報
不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
違
反
す
る
と
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
０
０
０
万
円
以
下
（
法
人
の
場
合
は
３
億
円
以
下
）
の
罰
金
に
処
せ
ら

れ
ま
す
。
廃
棄
物
は
適
切
に
処
分
し
ま
し
ょ
う
！
（
生
活
環
境
課
・
滑
川
市
環
境
保
健
衛
生
協
議
会
）

⇦ 北陸自動車道

一般県道古鹿熊・滑川線 ⇨

⇦ 北陸自動車道

一般県道古鹿熊・滑川線 ⇨

⇦ 早月中学校

⇧ 国道８号線

北加積小学校 ⇩

西光寺 ⇨

放
送
時
間
　
月
曜
日
～
金
曜
日
の

　
午
前
11
時
50
分
か
ら
正
午
ま
で

　
の
時
間
帯
の
う
ち
１
分
間

　（
祝
祭
日
は
休
み
）

放
送
期
間
　
10
月
31
日
㈮
ま
で

●
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
Ｎ
ｅ
ｔ
３　

　
「
農
業
フ
ァ
イ
ル
」

　
（
デ
ジ
タ
ル
０
９
１
ch
）

放
送
時
間
（
１
日
４
回
）

　
午
前
６
時
45
分
頃
、
午
前
10
時

　
45
分
頃
、
午
後
５
時
15
分
頃
、

　
午
後
８
時
45
分
頃

放
送
期
間
　
12
月
上
旬
ま
で

▼
問
合
せ
先

　
農
林
課
（
内
線
３
５
２
）

◎主な新メニュー
講 座 名 講 座 内 容

キラリンのお仕事紹
介します！

キラリンを使った市のイメー
ジアップ施策の紹介

ほたるいか海上観光
の今昔

100 年の歴史を持つ海上観光の
歴史を豊富な写真などで紹介

「健康寿命」を延ば
すには？

健康増進に関わるさまざまな
市の施策を紹介

小中学生の給食は、
今・・・

学校給食を中心に滑川の食育
施策や人気給食レシピを紹介

魅力ある消防団活動 機能別団員・分団制度の活用
について

　
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
で

は
、
労
働
者
数
50
人
未
満
の
小
規

模
事
業
場
の
事
業
者
や
小
規
模
事

業
場
で
働
く
人
を
対
象
に
、
労
働

安
全
衛
生
法
で
定
め
ら
れ
た
保
健

指
導
な
ど
の
産
業
保
健
サ
ー
ビ
ス

を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
内
容

◆
事
業
者
の
方

①
健
康
診
断
結
果
に
基
づ
く
医
師

　
か
ら
の
意
見
聴
取

②
脳
・
心
臓
疾
患
の
リ
ス
ク
が
高

　
い
労
働
者
に
対
す
る
保
健
指
導

③
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
労
働

　
者
に
対
す
る
相
談
・
指
導

④
長
時
間
労
働
者
に
対
す
る
面
接

　
指
導

◆
働
く
方

①
脳
・
心
臓
疾
患
の
リ
ス
ク
が
高

　
い
労
働
者
に
対
す
る
保
健
指
導

②
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
に
関
す

　
る
相
談
・
指
導

③
長
時
間
労
働
に
よ
る
疲
労
や
健

　
康
不
安
に
関
す
る
面
接
指
導

※
各
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は
、
事

　
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
問
合
せ
先

　
富
山
県
魚
津
地
域
産
業
保
健
セ

　
ン
タ
ー

　（
☎
０
７
６
５
‐
22
‐
０
３
１
８
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　
ホ
タ
ル
イ
カ
は
濁
っ
た
水
を
嫌

う
性
質
が
あ
り
ま
す
の
で
、
農
耕

の
際
に
は
で
き
る
限
り
泥
水
を
流

さ
な
い
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　
商
工
水
産
課
（
内
線
３
４
２
）


